
令和６年２月９日（金）

山梨県教育委員会

義務教育課・高校教育課

Yamanashi

令和５年度英語教育改善プラン推進事業 成果発表会



Today’s Menu

（１）令和５年度英語教育改善プラン推進事業について
○学校種間接続（小中高連携）について
○取組内容について
○成果物について

（２）成果検証
○令和５年度英語教育実施状況調査【速報値】
○研究指定校アンケート ※小学校分科会
○外部検定試験（GTEC） ※中・高等学校分科会

（３）その他（諸連絡）



☑客観的データ（CEFR-J）に基づいた４技能
における的確な指導改善・評価改善。

☑言語活動を中心に据えた、英語で行うことを
基本とした授業の実施。

☑パフォーマンステストやペーパーテストにおけ
るテスティングの質の向上。

☑デジタル教科書・教材を含むICT機器を活用
した効果的な実践を共有。

山梨県英語教育改善プラン推進事業

児童生徒の

４技能育成

発信力向上

県下・全国に波及する効果

【事業目的】
小・中・高等学校を通じて、客観的データを基に授業改善・学習改善を行い、ICTを活用しながら、４

技能をバランスよく育成し、グローバル社会に生きる児童生徒に求められる発信力の向上を確実に図る。

【背景】グローバル化の更なる進展・ポストコロナを見据えて
○自国や他国の言語や文化を理解し、日本人としての美徳やよさを生かし、
グローバルな視野で効果的に対外発信できる資質・能力の育成が不可欠。

○国際共通語としての英語によるコミュニケーション能力においては、「読む」、
「書く」、「聞く」、「話す」のバランスのとれた育成が重要。

○海外に飛び出して文化や価値観の多様性に触れ、世界中の人々と協働する
力を育成するために、教育課程外・学校外の活動の充実も必要。

参考：英語教育・日本人の対外発信力の改善に向けて（アクションプラン）

【課題】令和３年度英語教育実施状況調査結果（山梨県結果）より
○CEFR A1レベル（英検３級）相当以上の中３生の割合 39.3％

CEFR A1レベル（英検準２級）相当以上の高３生の割合 48.9%
○CEFR B2レベル（英検準１級）以上の教師の割合中32.0％高82.2%
○授業の半分以上、言語活動を行っている割合 中68.8% 高50.0%
○授業の半分以上を英語で行っている教師の割合 中70.8% 高46.8%
○パフォーマンステスト（話す・書く）両方実施の割合 中90.8%  高49.1%
○デジタル教科書・教材を含むICT機器の効果的な活用

【事業内容】

Ｐ

A

Ｄ

Ｃ

研究指定校

６校（小２・中２・高２）
ワーキンググループ

（WG）

調査結果分析
◆R4英語教育実施状況調査
◆全国学力・学習状況調査
◆県学力把握調査
◆指定校GTEC①
実施・分析

授業改善・学習改善
◆指定校授業提案

デジタル教科書・ICTの効果的な活用
Yamanashi English Channel

◆全県対象研修会
小:英語専科/中・高:英語科教員
指導・評価（テスティング）改善等

調査結果分析
指導・助言

◆指定校GTEC②
実施・分析
◆R5英語教育実施状況調査

授業改善・学習改善
全県・全国への波及

◆成果報告会
※県内外対象
成果物の共有
全校授業改善・学習改善報告

山梨県教育委員会

国際交流・異文化体験活動

ワーキンググループ
（WG）全小・中・高等学校
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ア 英語による言語活動に重点を置いた授業づくりにおいて
学校種間の共有が不足

令和４年度英語教育実施状況調査結果より

言語活動時間

児童生徒が半分以上の時間、
言語活動を行っている （50%程度以上）

英語使用状況

教師が発話の半分以上を
英語で行っている （50%程度以上）

R4 R3 R4 R3

小５ 91.6%

91.5%

93.4%
※県独自調査

○外国語活動担当教員（研究指定校）
R3 5月：39% R5 1月：57%

○外国語科担当教員（研究指定校）
R3 5月：50% R5 1月：68%

○英語専科教員 R4 9月：95%

小６ 92.1% 94.6%

中１ 77.2%

73.8%

72.1% 68.4% 70.2%

中２ 70.9% 68.6% 78.5% 74.5%

中３ 73.4% 65.7% 79.7% 67.6%

高等
学校

59.8% 59.8% 50.0% 55.6% 46.8%

約-15
ポイント

約-15
ポイント

約-25
ポイント

最大

約-25
ポイント
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イ 全ての校種において指導と評価の一体化が不十分

令和４年度英語教育実施状況調査結果より

CAN-DOリスト パフォーマンステスト

R4 R3 R4 R3

小学校

設定：100%
公表：51.8%
把握：88.0%

98.2%
21.7%
65.1%

「話すこと」実施 98.8%
やり取り 1,363回
発 表 1,500回

97.9%
998回

1,209回

中学校

設定：100%
公表：68.4%
把握：79.7%

100%
37.5%
73.8%

「話すこと」「書くこと」
両方実施 93.2%

90.8%

高等
学校

設定：100%
公表：7５.７%
把握：7５.７%

100%
88.4%
93.0%

「話すこと」「書くこと」
両方実施 54.1%

49.1％
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ウ 全ての校種において言語活動やコミュニケーションを
重視したICTの活用が不足

令和４年度英語教育実施状況調査結果より

１人１台端末を
活用した授業

発表や話すこと
におけるやり取
りをする活動

発話や発音な
どの録音・録画
する活動

キーボード入力
等で書く活動

電子メールや
SNSを用いた
やり取りをする
活動

50%程度以上の授業で活用した割合

小学校 44.0% 31.3% 9.6% 12.1% 0.6%

中学校 48.1% 12.6% 8.9% 20.2% 1.3%

高等
学校

― 33.3% 14.8% 18.5% 0.0%



○山梨県の主な課題

ア 英語による言語活動に重点を置いた授業づくりについて学校種間の共有
が不足

イ 全ての校種において指導と評価の一体化が不十分

ウ 全ての校種において言語活動やコミュニケーションを重視したICTの活用
が不足

○山梨県の取組

ア 小・中・高の連携を踏まえた「活発な英語による言語活動」に重点を置いた
授業づくり

イ 小・中・高、「10年間を見据えた、CEFRに基づく一貫性のある」評価改善

ウ 全ての校種で、「個別最適な学びと協働的な学び」を往還し、児童生徒の
発信力の向上につながる１人１台端末の活用に向けた先進的な取組

各校種で解決する
のではなく・・・
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学校種間連携（小・中・高連携）

□情報交換（授業参観等） □交流（研究協議等） □カリキュラム作成（CAN-DOリスト等）

□指導・学習内容（言語材料等）でつなぐ □指導・学習方法（言語活動等）でつなぐ
□学習評価（パフォーマンステスト等）でつなぐ □教材・教具でつなぐ □人でつなぐ

授業改善・学習改善

□指導：「活発な英語による言語活動」 ※授業は英語で行うことを基本・ALT活用 等
□評価：「10年間を見据えた、CEFRに基づく一貫性のある評価」 ※テスティング改善 等
□ICT：「個別最適な学びと協働的な学び」 ※１人１台端末・学習者用デジタル教科書 等

児童・生徒の英語力向上（意欲含む）

外部検定試験
各種調査
アンケート



情報を正確に聞き取る

令和５年度
全国学力・学習
状況調査
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目的に応じて英語を聞き、必要な情報を聞き取る
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自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報を聞き取る



12

短い説明の要点を捉える
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情報を正確に読み取る



14
自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報を読み取る



15
文と文との関係を正確に読み取り、短い文章の概要を捉える



16

短い文章の要点を捉えて、考えとその理由を書く



17文法事項や言語の働きなどを理解して正確に書く



18
まとまりのある文書を書く
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令和６年度
大学入学
共通テスト
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小・中・高
連携
学校種間
接続

「令和４年度指導主事
連絡協議会中学校外
国語科部会行政説明
資料」より抜粋



○外国語によるコミュニケーションにおける
見方・考え方を働かせる。

○言語活動を通して、資質・能力を育成する。

共通点



外国語で表現し伝え合うため、
外国語やその背景にある文化を、
社会や世界、他者との関わりに
着目して捉え、

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況等に応じて、
情報を整理しながら考えなどを形成
し、再構築すること。

見方・考え方①

見方・考え方②

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方共通点



言語活動を通して、資質・能力を育成する

「言語活動」「を通して」

「言語活動」
⇒「言語活動」に取り組んでいるか？

「を通して」
⇒言語活動「に取り組みながら」学んでいるか？

共通点



「言語活動」に取り組んでいるか？

「言語活動」とは、知識及び技能を
活用し、思考力、判断力、表現力等
を育成するために取り組むもの

［知識及び技能］
（１）英語の特徴やきまりに関する事項

［思考力、判断力、表現力］
（２）情報を整理しながら考えなどを形成し、
英語で表現したり、伝え合ったりすることに関する事項

（３）言語活動及び言語の働きに関する事項

を
活
用
し
て 通して

指導する

コミュニケーションを行う目的、場面、状況に応じて、
理解・・・概要、要点、必要な情報を捉えるなどの活動
表現・・・考えなどを形成し（表現内容を考え）表現する活動

生徒が考える
活動前の
与えすぎ×
教えすぎ×

共通点



展開案

１．帯活動

２．導入（本時の課題）

３．練習

４．コミュニケーション活動
（１）ペアで
（２）グループで

５．振り返り

練
習

言
語
活
動

理解して、
できるように
なってから

使う

言語活動を

ゴールに

しない！

言語活動に「取り組みながら」学んでいるか？共通点



練
習

言
語
活
動

理解して、
できるように
なってから

使う

言
語
活
動

指導

指導

指導

指導の具体のイメージ化を！

言語活動に「取り組みながら」学んでいるか？

言語活動を

ゴールに

しない！

共通点



言語活動を通して、資質・能力を育成する

「言語活動」
⇒「言語活動」に取り組んでいるか？

「を通して」
⇒言語活動「に取り組みながら」学んでいるか？

共通点

「資質・能力を育成」
⇒①知識及び技能 ②思考力・判断力・表現力等
③学びに向かう力・人間性等 を育成しているか？

⇒言語面・内容面・態度面（主体）
児童・生徒の英語力向上に結びついているか？

言
語
活
動

指導

指導

指導

R5本事業
・教師の中間指導・評価
・児童生徒の学び方
（個別・協働・ICT活用）
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相違点

小学校 中学校

文字

文構造 文法

単文 重文・複文

聞く・話す ＞ 読む・書く 聞く・話す・読む・書く

読むこと・書くことの指導の目的・在り方

言語活動の高度化
話題の広がり（日常的な話題・社会的な話題）

語彙の大幅増加
領域統合型の言語活動



相違点

中学校 高等学校

目 標 目 標
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え
方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこ
と，書くことの言語活動を通して，簡単な情報や考え
などを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュ
ニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え
方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこ
と，書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合
的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理
解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニ
ケーションを図る資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。

話すこと［やり取り］・［発表］・書くこと 領域別目標

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことにつ
いて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単
な語句や文を用いて 述べ合うこと / 話すこと/ 書く
こと/ ができるようにする。
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「令和５年度各教科等
教育課程研究協議会
中学校外国語科部会
高等学校冨高教科調
査官資料」より抜粋
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「令和５年度各教科等
教育課程研究協議会
中学校外国語科部会
高等学校冨高教科調
査官資料」より抜粋

説得する
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「令和５年度各教科等
教育課程研究協議会
中学校外国語科部会
高等学校冨高教科調
査官資料」より抜粋



令和５年度 英語教育改善プラン推進事業

○甲府市立相川小学校

６月 ２日（金）

○甲府市立北東中学校

６月２３日（金）
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○甲州市立塩山北小学校

６月２２日（木）

○甲州市立塩山中学校

７月 ６日（木）・ ７日（金）

１学期 異校種の授業を「知る」

○甲府西高等学校

６月１５日（木）

○都留高等学校

７月１１日（火）・12日（水）

２学期 異校種の授業を「つなぐ」「生かす」 提案授業 GTEC

県内英語科教員対象
研修会

・小中高連携研修会
・小学校英語専科教員
・中学校英語科教員
・高校教員英語部会 等

指定校連絡会議・第１回ワーキング

３学期 成果発表会（県内外へ）
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甲府市 学校種間接続取組 （小中高連携の広がり「情報交換」「交流」）

研究指定校：南西中学校
同一地区小学校：石田小・国母小

研究指定校：北東中学校
同一地区小学校：相川小・新紺屋小

上条中学校
同一地区小学校：大国小・大里小

国母小・南西中
５校会合同研究会

甲府西高校
国際バカロレア（IB）授業参観

R4 R5
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甲州市 学校種間接続取組 （Google Chatによる「情報交換」・「交流」）

甲州市
外国語教育
協議会

ICT端末を
用いた研究会



38

○山梨県の取組

ア 小・中・高の連携を踏まえた「活発な英語による言語活動」に重点を置いた
授業づくり

イ 小・中・高、「10年間を見据えた、CEFRに基づく一貫性のある」評価改善

ウ 全ての校種で、「個別最適な学びと協働的な学び」を往還し、児童生徒の
発信力の向上につながる１人１台端末の活用に向けた先進的な取組

令和５年７月７日（金）
甲州市立塩山中学校 ２学年 中村大介 教諭

Here We Go！ Unit４ Tour in New York City
Part3 ニューヨークって最高！

単元の目標 担任の先生やクラスの友達が行ってみたい、やってみたいと
思えるような、今年の夏休みの予定を伝えることができる。

本時のポイント Small Talk :中間指導
Reading : 学習者用デジタル教科書 言語活動×ICT
Writing ： 書くこと⇔やり取り



39

異校種参観を終えて

【小学校教師の声】
○異校種の授業を参観した上で、気づいたこと
共通点
・中 ：単元で学習しているトピックをもとに、やり取りを通してコミュニケーションを図っている。
・中 ：授業のはじめに、目的や場面、状況などを設定したスモールトークを行っている。
・中 ：中間指導（目標達成のための指導）を行っている。どの校種でも基本になっているように感じた。
・中高：生徒が英語や日本語で話し合い、課題解決を行っている。（協働的な学びが展開されている。）
相違点
・中高：「読むこと」「書くこと」の目的意識を持たせずらいのか、学習の流れの中で、何となく読んだり

書いたりしているように感じた。
・中高：単語練習を生徒に委ねている部分が多かったように感じた。
・高 ：単語練習、音読練習に多くの時間を割いていた。実際に会話をしている時間はやや少なかった。

○言語活動を充実させるICT活用について
共通点
・中 ：端末の活用（学習者用デジタル教科書、録画機能、振り返り等。）
・中 ：チャット機能を活用し、生徒が気づきを共有する学習が行われていた。話すことの内容が深まった。
・中高：話し合いで出てきた考えや気持ちなどをクラウド上に保存し、永続的に可視化していた。
相違点
・高 ：端末は、ディベートに必要な情報を集める手段であり、集めた情報をまとめるための手段となって

いた。より社会生活において実用的な活用になっていたと思う。
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異校種参観を終えて

【中学校教師の声】
○異校種の授業を参観した上で、気づいたこと
共通点
・小高：バックワードデザインで単元計画が行われていた。単元終末のパフォーマンステストに向けて、毎

時間の授業をどのように積み上げていくかに重点が置かれている。
・高 ：文法等の知識を教え込まずに、生徒に気づかせる指導を行っていた。
・高 ：学習のまとめとして、Retellingを取り入れて指導して、中学校での学びも生かされていると感じた。
・高 ；中高接続のことを考えると、社会的な話題に対しても、生徒が考え、自分の考えや気持ちを表現す

る言語活動を充実させる必要がある。
相違点
・小 ：小学校の中間指導は、内容面をメインにフィードバックをしていた。
高 ：高等学校の中間指導は、言語面をやりつつ、内容面の指導を行ったいた。

・高 ：中学校では学力差が大きい場合もあり、ペアワークが成立しないケースもあるが、高校生は自然に
ペアやグループでやり取りができていた。

・高 ：パフォーマンステストが「山梨県をアピールする広告」作成だったが、誰を相手にアピールするか
という部分が曖昧だった。どの校種でも相手を明確にする必要はあるのではないか。

○言語活動を充実させるICT活用について
相違点
・小 ：視覚的な情報をICTを用いて教師から児童に多く提示。提示された情報から言語活動行っていた。
・高 ：教師側の活用は必要最低限で、生徒が１人１台端末を自由に活用しながら学習を進めていた。
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【高等学校教師の声】
○異校種の授業を参観した上で、気づいたこと
共通点
・中 ：Global Errorについてはきちんと指導する必要がある。まとまりのある英文を書かせることは必要。
・中 ：「時制」は文全体の分かりやすさを左右する重要な文法事項。文法用語で教えるのではなく、生徒

が活用のイメージをもつことをが大切。コミュニケーションを支えるものだと認識して指導する。
・小中：主体的に学習に取り組む態度の評価は、児童生徒が自己調整しているかを考慮している。
相違点
・小中：目的や場面、状況等の設定、足場かけ、中間指導が根付いている。
・小中：教材の視覚化や板書がわかりやすい。
・小中：学んできたことの延長で新たな学びの授業が展開されている。
・小中：振り返りを丁寧に行っている。
・中 ：各自で教科書を「読むこと」の時間が少ないと感じた。

○言語活動を充実させるICT活用について
共通点
・小中：Google スプレッドシートは一覧性があり使いやすい。フィードバックをFormsで行うと、その都度

になってしまい、前回や昨年度のものが見られないデメリットがある。
相違点
・小中：生徒が活動に入るまでの時間が早く、教師も使い慣れている。
・小中：学習者用デジタル教科書でリスニングを個別に聞くことがとてもスムーズだった。

異校種参観を終えて
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異校種の学習者用デジタル教科書の活用

【全ての校種の教師の声】
・教材研究時に、教師自身が指導に見通しをもつことができた。異校種の言語活動や言語材料を確認している。
【小学校教師の声】
・単元の最後に、中学校の言語活動を示し、今取り組んでいる活動の意味を系統的に確認している。
・中学校の教科書にあるリスニングを授業で行ってみたら、児童は意外とできそうな感覚をもっていた。
【中学校教師の声】
・小学校のデジタル教科書を見たあと、「中学生だから、小学校の時よりもレベルアップした英語を使おう」
と投げかけると、中学校の教科書から、小学校にはない表現内容を引き出そうとする姿が見られた。

・異校種の単元末パフォーマンステストを把握し、系統性を意識したパフォーマンステストを実施した。
【高等学校教師の声】
・音声をすぐに聞けることは利点だが、デジタル教科書で読むよりも紙の教科書で読んだ方が頭に残るという
データもあるので、分量が多くなった場合に適切なのか疑問。

・文字や写真を拡大できるので便利。

小中高連携研修会・県内英語科教員対象研修会
○県版小中高連携CAN-DOリストを提示
○研究指定校による１学期の授業動画を活用
○研究指定校教師によるパネルディスカッション
○各校種の県内英語担当教師対象研修会に異校種の先生方も参加可能
（小学校英語専科教員研修会、中学校英語科教員対象学習会等）



令和５年度 英語教育改善プラン推進事業

○甲府市立相川小学校

１１月２４日（金）

○甲府市立北東中学校

１０月１６日（月）
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○甲州市立塩山北小学校

１１月２８日（火）

○甲州市立塩山中学校

１１月１０日（金）

２学期 異校種の授業を「つなぐ」「生かす」 提案授業

○甲府西高等学校

１２月１５日（金）

○都留高等学校

１２月１５日（金）

中学校・高等学校

GTEC

県内英語科教員対象
研修会

・小中高連携研修会
・小学校英語専科教員
・中学校英語科教員
・高校教員英語部会 等

第２回ワーキング

３学期 成果発表会 令和６年２月９日（金） 実施 第３回ワーキング
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Yamanashi English Channel（YEC）
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小・中・高を通じた山梨県版学習指導案
～目標と指導と評価の一体化～

特徴
バックワードデザイン
①CAN-DOリストを単元目標へ
②（複数）単元末パフォーマンステスト
３観点ルーブリック・児童生徒のbの姿

③指導と評価の計画
指導に生かす評価・記録に残す評価

④本時の展開 など 研究指定校学習指導案



Today’s Menu

（１）令和５年度英語教育改善プラン推進事業について
○学校種間接続（小中高連携）について
○取組内容について
○成果物について

（２）成果検証
○令和５年度英語教育実施状況調査【速報値】
○研究指定校アンケート ※小学校分科会
○外部検定試験（GTEC） ※中・高等学校分科会

（３）その他（諸連絡）



47

ア 英語による言語活動に重点を置いた授業づくりにおいて
学校種間の共有が不足

令和５年度英語教育実施状況調査結果より【速報値】

言語活動時間

児童生徒が半分以上の時間、
言語活動を行っている （50%程度以上）

英語使用状況

教師が発話の半分以上を
英語で行っている （50%程度以上）

R5 R4 R5 R4

小５ ↑ 93.9%
94.2%

91.6%
※県独自調査
○外国語科担当教員（研究指定校）

R5 1月：68%
○英語専科教員

R4 9月：95% R5 ９月：９６％
小６ ↑ 94.5% 92.1%

中１ ↑ 81.0%

75.5%

77.2% ↑ 78.5% 68.4%

中２ ± 70.9% 70.9% ↑ 77.2% 74.5%

中３ ↑ 74.7% 74.3% ↓ 69.6% 79.7%

高等
学校

↑ ６４.４% ６４.４% 59.8% ↑ 58.2% 55.6%

約-13
ポイント

約-10
ポイント

約-11
ポイント

最大

約-１７
ポイント中１

言語活動
英語使用
改善傾向 中３

英語使用
改善必要
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イ 全ての校種において指導と評価の一体化が不十分

令和５年度英語教育実施状況調査結果より【速報値】

CAN-DOリスト パフォーマンステスト

R５ R４ R５ R４

小学校

設定：100%
↑ 公表：63.6%
↑ 把握：90.9%

１００%
５1.8%
88.0%

やり取り 1,５０6回
発 表 1,４７７回

「話すこと」

98.8%
や1,363回
発1,500回

中学校

設定：100%
↓ 公表：60.8%
↑ 把握：81.0%

100%
68.4%
79.7%

やり取り ４６７回
発 表 ６５９回
書くこと ８８９回

「話すこと」
「書くこと」
両方実施

93.2％

高等
学校

設定：100%
↑ 公表：78.4%
↓ 把握：70.3%

100%
75.7%
75.7%

やり取り 184回
発 表 297回
書くこと 418回

「話すこと」
「書くこと」
両方実施

54.1％
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イ 全ての校種において指導と評価の一体化が不十分

令和５年度英語教育実施状況調査結果より【速報値】

言語活動の内訳（全体を10としたとき） パフォーマンステスト

R５ R５

小学校

聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと やり取り 発表 書くこと

５年 2.8 1.3 2.9 1.9 1.1 777回 ６７４回 ―

６年 2.6 1.3 2.8 1.8 1.3 ７２９回 ７７３回 ―

合計20 5.4 2.6 5.7 3.7 2.4 1,506回 1,447回 ―

聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと やり取り 発表 書くこと

中学校

１年 2.4 2.2 2.3 1.3 1.8 14１回 216回 243回
２年 2.3 2.4 2.2 1.3 1.9 162回 ２０５回 275回
３年 2.2 2.6 1.9 1.2 2.1 164回 238回 371回
合計30 6.9 6.8 6.4 3.8 5.8 467回 ６５９回 889回

聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと やり取り 発表 書くこと

高等
学校

１年
1.8 2.5 1.8 1.4 2.5

184回 297回 418回
２年
３年 1.9 3.4 1.5 3.2
合計３０ ３．７ 5.9 4.7 5.6

※中・高等学校 やり取り：インタビュー・ディスカッション・ディベート・その他
パフォーマンステスト 発 表：スピーチ・プレゼンテーション
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イ 全ての校種において指導と評価の一体化が不十分

令和５年度英語教育実施状況調査結果より【速報値】

言語活動の内訳（全体を10としたとき） パフォーマンステスト

R５ R５

小学校

聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと やり取り 発表 書くこと

５年 2.8 1.3 2.9 1.9 1.1 777回 ６７４回 ―

６年 2.6 1.3 2.8 1.8 1.3 ７２９回 ７７３回 ―

合計 ―

聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと やり取り 発表 書くこと

中学校

１年 2.4 2.2 2.3 1.3 1.8 14１回 216回 243回
２年 2.3 2.4 2.2 1.3 1.9 162回 ２０５回 275回
３年 2.2 2.6 1.9 1.2 2.1 164回 238回 371回
合計

聞くこと 読むこと やり取り 発表 書くこと やり取り 発表 書くこと

高等
学校

１年
1.8 2.5 1.8 1.4 2.5

184回 297回 418回
２年
３年 1.9 3.4 1.5 3.2
合計

※中・高等学校 やり取り：インタビュー・ディスカッション・ディベート・その他
パフォーマンステスト 発 表：スピーチ・プレゼンテーション
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ウ 全ての校種において言語活動やコミュニケーションを
重視したICTの活用が不足

令和５年度英語教育実施状況調査結果より【速報値】

１人１台端末を活用し
た授業

発表や話すことにおける
やり取りをする活動

発話や発音などの録
音・録画する活動

キーボード入力等で
書く活動

電子メールやSNSを
用いたやり取りをする
活動

50%程度以上の授業で活用した割合

R5 R4 R5 R4 R5 R4 R5 R4 R5 R4

小学校 48.5% 44.0% 38.2% 31.3% 20.0% 9.6% 20.0% 12.1% 0.6% 0.6%

中学校 60.7% 48.1% 22.8% 12.6% 15.2% 8.9% 26.6% 20.2% 1.3% 1.3%

高等
学校

― ３３．３％ 33.3% ２２．２％ 14.8% ３３．３％ 18.5% ３．７％ 0.0%



○英語教育に関して小中連携を実施している学校の割合 ↑ 8９.９% ８７.３%

全ての学校のうち、情報交換を実施している学校の割合
（互いの取組、実践を情報として伝えている 授業参観等）

↑ ７８.5% ７４.７%

全ての学校のうち、交流を実施している学校の割合
（情報交換した内容について研究協議を行う 互いの学校で授業等）

↑ ６４.６% ５８.２%

全ての学校のうち、小中連携したカリキュラムや学習到達目標
などの設定を実施している学校の割合（小中連携CAN-DOリスト等）

± １７.７% １７.７%

①情報交換（授業参観等） ②交流（研究協議等） ③カリキュラム作成（CAN-DOリスト等）

R5 R4

情報交換
（授業参観等）

交流
（研究協議・出前授業等）

カリキュラム作成
（小中連携CAN-DOリスト）

コロナ前

コロナ禍

コロナ後

◎ 自ら実施する（した）

○ 実施する（した）

△ 実施できない（なかった）

× 実施しない（しなかった）

令和５年度英語教育実施状況調査結果より【速報値】

英語教育に関する小中連携の実施状況
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令和６年２月９日版

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，支援をほとんど活用し

なくても，ディベートやディスカッションなどの活動を

通して，複数の資料を活用しながら，多様な語句や文を

目的や場面，状況などに応じて適切に用いて，意見や主

張，課題の解決策などを，聞き手を説得できるよう，論

理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝え合うことが

できる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，複数

の資料を活用しながら，多様な語句や文を目的や場面，

状況などに応じて適切に用いて，課題を解決することが

できるよう，情報や考え，気持ちなどを整理して話して

伝え合うことができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，支援をほとんど活用し

なくても，スピーチやプレゼンテーションなどの活動を

通して，複数の資料を活用しながら，多様な語句や文を

目的や場面，状況などに応じて適切に用いて，意見や主

張などを，聞き手を説得できるよう，論理の構成や展開

を工夫して詳しく話して伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，多様

な語句や文を目的や場面，状況などに応じて適切に用い

て，情報や考え，気持ちなどを，聞き手を説得できるよ

う，論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えるこ

とができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，支援をほとんど活用し

なくても，複数の資料を活用しながら，多様な語句や文

を目的や場面，状況などに応じて適切に用いて，意見や

主張などを，読み手を説得できるよう，論理の構成や展

開を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝

えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，多様

な語句や文を目的や場面，状況などに応じて適切に用い

て，情報や考え，気持ちなどを，読み手を説得できるよ

う，論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文

章で詳しく書いて伝えることができる。

・社会的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，支援をほ

とんど活用しなくても，話の展開に注意しながら

必要な情報を聞き取り，概要や要点，詳細を目的

に応じて捉えることができる。　　　　　　　　

・日常的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，支援をほ

とんど活用しなくても，必要な情報を聞き取り，

話の展開や話し手の意図を把握することができ

る。

・社会的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，支援をほとんど活用しなく

ても，文章の展開に注意しながら必要な情報を読

み取り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉える

ことができる。　　　　　　　　　　　　　　　

・日常的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，支援をほとんど活用しなく

ても，必要な情報を読み取り，文章の展開や書き

手の意図を把握することができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，聞い

たり読んだりしたことを基に，多様な語句や文を目的や

場面，状況などに応じて適切に用いて，情報や考え，課

題の解決策などを論理的に詳しく話して伝え合うことが

できる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，多様

な語句や文を目的や場面，状況などに応じて適切に用い

て，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合うや

り取りを続け，会話を発展させることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，聞い

たり読んだりしたことを基に，多様な語句や文を目的や

場面，状況などに応じて適切に用いて，情報や考え，気

持ちなどを論理的に詳しく話して伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，多様

な語句や文を目的や場面，状況などに応じて適切に用い

て，情報や考え，気持ちなどを論理的に詳しく話して伝

えることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，聞い

たり読んだりしたことを基に，多様な語句や文を目的や

場面，状況などに応じて適切に用いて，情報や考え，気

持ちなどを複数の段落から成る文章で論理的に詳しく書

いて伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，多様

な語句や文を目的や場面，状況などに応じて適切に用い

て，情報や考え，気持ちなどを複数の段落から成る文章

で論理的に詳しく書いて伝えることができる。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと
・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，一定の支援を活用すれ

ば，ディベートやディスカッションなどの活動を通し

て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な

語句や文を用いて，意見や主張，課題の解決策などを論

理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝え合うことが

できる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して

伝え合ったり，立場や状況が異なる相手と交渉したりす

ることができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれ

ば，スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通し

て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な

語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開

を工夫して詳しく話して伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や

展開を工夫して詳しく話して伝えることができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれ

ば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な

語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開

を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝え

ることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や

展開を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて

伝えることができる。

・社会的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，一定の支

援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や

要点，詳細を目的に応じて捉えることができる。　

・日常的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，一定の支

援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話の展

開や話し手の意図を把握することができる。

・社会的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，

必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を目的

に応じて捉えることができる。　　　　　　　　

・日常的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，

必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意

図を把握することができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝

え合うことができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して

伝え合うやり取りを続けることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝

えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意

して詳しく話して伝えることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から

成る文章で詳しく書いて伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意

して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えること

ができる。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと
・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれ

ば，ディベートやディスカッションなどの活動を通し

て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的

な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展

開を工夫して話して伝え合うことができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え

合ったり，やり取りを通して必要な情報を得たりするこ

とができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれ

ば，スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通し

て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的

な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展

開を工夫して話して伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成

や展開を工夫して話して伝えることができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれ

ば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的

な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展

開を工夫して文章を書いて伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成

や展開を工夫して文章を書いて伝えることができる。

・社会的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，多くの支

援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や

要点を目的に応じて捉えることができる。　　　

・日常的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，多くの支

援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手

の意図を把握することができる。

・社会的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，

必要な情報を読み取り，概要や要点を目的に応じ

て捉えることができる。　　　　　　　　　　　

・日常的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，

必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握する

ことができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝え合

うことができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え

合うやり取りを続けることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝える

ことができるようにする。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注

意して話して伝えることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて

伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注

意して文章を書いて伝えることができる。

小中高連携　山梨県版「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標
【高等学校卒業時の学習到達目標】
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動及びこれらを結びつけた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資

質・能力を身に付けた生徒

（１）外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる。

（２）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる。

（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ることができる。

【高等学校　第３学年】の学習到達目標（英語コミュニケーションⅢ/ 論理・表現Ⅲ）

【高等学校　第２学年】の学習到達目標（英語コミュニケーションⅡ/ 論理・表現Ⅱ）

【高等学校　第１学年】の学習到達目標（英語コミュニケーションⅠ/ 論理・表現Ⅰ）

小中高連携 山梨県版 CAN-DOリスト
聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

はっきりと話されれば，○語程度の社会的な話題

について，要点を捉えることができる。

社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の要点を捉えることができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感じたこと，その理由な

どを説明したり，相手により詳しい説明を求めた

りするなど，簡単な語句や文を用いて述べ合うこ

とができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，自分で作成したメモなどを活用しなが

ら要約したり，考えたことや感じたこと，その理

由などを，簡単な語句や文を用いて話すことがで

きる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について要点を捉え，考えたことや感じたこと，

その理由などを，論点を明らかにしたり，順序立

てたりして，簡単な語句や文を用いて書くことが

できる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，概要を捉えることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の概要を捉えることができる。

日常的な話題について，限られた時間で事実や自

分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文

を用いて伝えたり，相手からの質問に応答したり

して，会話を継続・発展させることができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなどを整理し，聞き手の反応を確認しながら，

簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容で話

すことができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなとを゙整理し，文章構成や表現形式を工夫しな

がら，簡単な語句や文を用いてまとまりのある文

章を書くことができる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，必要な情報を聞き取ることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度のものから必要な情報を読み取ること

ができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，即興で会話を継続・発展させることができ

る。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，その場で考えを整理し，即興で意見を言った

り説明したりすることができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，伝えたい内容を整理したり確認したりしなが

ら，正確に書くことかで゙きる。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

はっきりと話されれば，○語程度の社会的な話題

について，要点を捉えることができる。

社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の要点を捉えることができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感じたこと，その理由な

どを，簡単な語句や文を用いて述べ合うことがで

きる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，自分で作成したメモなどを活用しなが

ら，考えたことや感じたこと，その理由などを，

簡単な語句や文を用いて話すことができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感じたこと，その理由な

とを゙，論点を明らかにしたり，順序立てたりし

て，簡単な語句や文を用いて書くことができる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，概要を捉えることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の概要を捉えることができる。

日常的な話題について，限られた時間で事実や自

分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文

を用いて伝えたり，相手からの質問に応答したり

して，会話を継続させることができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなどを，話の構成に気を付けながら，簡単な語

句や文を用いてまとまりのある内容で話すことが

できる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなとを゙整理し，文章構成を意識しながら，簡単

な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くこ

とができる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，必要な情報を聞き取ることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度のものから必要な情報を読み取ること

ができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，即興で会話を継続させることができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，メモやキーワードを頼りにしながら，即興で

話すことができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，正しい文構造や文法で正確に書くことができ

る。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

はっきりと話されれば，○語程度の社会的な話題

について，要点を捉えることができる。

社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の要点を捉えることができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感じたことを，簡単な語

句や文を用いて述べ合うことができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，自分で作成したメモなどを活用しなが

ら，考えたことや感じたことを，簡単な語句や文

を用いて話すことができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感じたことを，簡単な語

句や文を用いて書くことができる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，概要を捉えることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の概要を捉えることができる。

日常的な話題について，限られた時間で事実や自

分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文

を用いて伝えたり，相手からの質問に答えたりす

ることができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなどを，自分で作成したメモなどを活用しなが

ら，簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容

で話すことができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなとを゙整理したメモなどを基に，簡単な語句や

文を用いてまとまりのある文章を書くことができ

る。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，必要な情報を聞き取ることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度のものから必要な情報を読み取ること

ができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，即興である程度継続して伝え合うことができ

る。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，メモやキーワードを頼りにしながら，その場

で考えを整理し，話すことができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，正しい語順で正確に書くことができる。

ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関す

る身近で簡単な事柄について，具体的な情報を聞

き取ることができる。

音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な

表現の意味が分かるようにする。

自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄

について，簡単な語句や基本的な表現を用いてそ

の場で質問をしたり質問に答えたりして，伝え合

うことができる。

身近で簡単な事柄について，伝えようとする内容

を整理した上で，自分の考えや気持ちなどを，簡

単な語句や基本的な表現を用いて話すことができ

る。

大文字，小文字を活字体で書くことができるよう

にする。また，語順を意識しながら音声で十分に

慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写

すことができる。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

ゆっくりはっきりと話されれば，よく知っている

人や物，学校や家庭での出来事に関することにつ

いて，短い会話や説明の概要を捉えることができ

る。

音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な

表現の意味が分かる。

自分や相手のこと, 身の回りの物などについて, 簡

単な語句や基本的な表現を用いて, その場で, 関連

する質問をしたり質問に答えたりして, 短い会話

をすることができる。

学校生活や地域のことについて，伝えようとする

内容を聞き手に分かりやすく整理した上で，自分

の考えや気持ち等を，簡単な語句や基本的な表現

等を用いて話すことができる。

自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を

参考に，音声で慣れ親しんだ簡単な語句や基本的

な表現を用いて書くことができる。

ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活の出来

事や習慣的なことについて，必要な情報を聞き取

ることができる。

活字体で書かれたアルファベットを名称読みで発

音することができる。

日常生活の出来事や習慣的なことについて, 自分の

考えや気持ちなどを, 簡単な語句や基本的な表現を

用いて, 相手が言ったことを繰り返したり，相づち

を打ったり, 質問したりして, ある程度継続して伝え

合うことができる。

自分のことについて，伝えようとする内容を整理

した上で，簡単な語句や基本的な表現を用いて話

すことができる。

語順を意識しながら，語と語の区切りに注意し

て，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本

的な表現を書き写すことができる。

ゆっくりはっきりと話されれば，自分のことやよ

く知っている人や物や学校や家庭での来事等につ

いて，簡単な語句や基本的な表現を聞き取ること

ができる。

活字体で書かれたアルファベットを見て，その文

字が大文字であるか小文字であるかを識別でき

る。

初対面の人に対しても, 進んで挨拶をしたり, 基本

的な表現を用いて指示, 依頼をしたり, 自分で考え

判断してそれらに応じたり, 断ったりすることが

できる。

学校や家庭での出来事等について，簡単な語句や

基本的な表現を用いて話すことができる。

アルファベットの大文字，小文字を活字体で四線

上に正しく書くことができる。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

ゆっくりはっきりと話されれば，よく知っている

人や物，学校や家庭での出来事に関することにつ

いて，短い会話の概要を捉えることができる。

音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句の意味が分

かる。

自分や相手のこと, 身の回りの物などについて, 簡

単な語句や基本的な表現を用いて,  その場で, 自

分の力で質問したり質問に答えたりして, 短い会

話をすることができる。

学校生活や地域のことについて，自分の考えや気

持ち等を，簡単な語句や基本的な表現等を用いて

話すことができる。

自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を

参考に，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や

基本的な表現を用いて書くことができる。

ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活の出来

事や習慣的なことについて，具体的な情報を聞き

取ることができる。

活字体で書かれたアルファベットを名称読みで発

音することができる。

日常生活の出来事や習慣的なことについて, 自分

の考えや気持ちなどを, 簡単な語句や基本的な表

現を用いて, 相手が言ったことを繰り返したり，

応答したり, 質問したりして, 伝え合うことができ

る。

自分のことについて，伝えようとする内容を整理

した上で，簡単な語句や基本的な表現を用いて話

すことができる。

語順を意識しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡

単な語句や基本的な表現を書き写すことができ

る。

ゆっくりはっきりと話されれば，自分のことやよ

く知っている人や物や学校や家庭での来事等につ

いて，簡単な語句や基本的な表現を聞き，それら

を表すイラストや写真と結び付けることができ

る。

活字体で書かれたアルファベットを見て，どの文

字であるかを識別できる。

初対面の人に対しても, 進んで挨拶をしたり, 基本

的な表現を用いて指示, 依頼をしたり, それらに応

じたりすることができる。

学校や家庭での出来事等について，簡単な語句や

基本的な表現を用いて話すことができる。

アルファベットの大文字，小文字を活字体で書く

ことができる。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

アルファベットの読み方が発音されるのを聞いた

際に，どのアルファベットであるかがわかるよう

にする。

学級の友達，先生，ＡＬＴ等のサポートを受け

て，自分や相手のことや身の回りの物等につい

て，簡単な語句や基本的な表現を用いて質問をし

たり答えたりするようにする。

身の回りの物について，人前で実物，イラスト，

写真などを見せながら，簡単な語句や基本的な表

現を用いて話すようにする。

ゆっくりはっきりと話された際に，よく知ってい

る人や物，学校や家での出来事や日常生活で起こ

ることなどを聞いて，基礎的な表現の意味がわか

るようにする。

自分のことや身の回りの物について，ジェス

チャーや表情を交えながら，自分の考えや気持ち

などを，簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え

合うようにする。

自分のこと（好き嫌いや欲しいものなど）につい

て，人前で実物，イラスト，写真などを見せなが

ら，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すよう

にする。

ゆっくりはっきりと話された際に，自分の好きな

色や食べ物，自分の着ている服，持ち物などを表

す簡単な語句を聞き取るようにする。

学級の友達，先生，ＡＬＴ等に挨拶，感謝を伝え

たり，簡単な指示をしたり，それらに応じたりす

るようにする。

日常生活に関する身近で簡単な事柄（時刻や曜

日，場所など）について，人前で実物，イラス

ト，写真などを見せながら，自分の考えや気持ち

などを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話す

ようにする。

前

期

【中学校　第３学年】の学習到達目標

【中学校　第２学年】の学習到達目標

【中学校　第１学年】の学習到達目標

後

期

【小学校　第６学年】の学習到達目標

【小学校　第５学年】の学習到達目標

【小学校　第３・４学年】の学習目標

小・中・高、「10年間を見据えた、CEFRに基づく一貫性のある」
評価改善 （目標と指導と評価の一体化）

※学習指導要領解説の文言を用いて、質的な一貫性・系統性に留意
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聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

ゆっくりはっきりと話されれば，よく知っている

人や物，学校や家庭での出来事に関することにつ

いて，短い会話や説明の概要を捉えることができ

る。

音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な

表現の意味が分かる。

自分や相手のこと, 身の回りの物などについて, 簡

単な語句や基本的な表現を用いて, その場で, 関連

する質問をしたり質問に答えたりして, 短い会話

をすることができる。

学校生活や地域のことについて，伝えようとする

内容を聞き手に分かりやすく整理した上で，自分

の考えや気持ち等を，簡単な語句や基本的な表現

等を用いて話すことができる。

自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を

参考に，音声で慣れ親しんだ簡単な語句や基本的

な表現を用いて書くことができる。

ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活の出来

事や習慣的なことについて，必要な情報を聞き取

ることができる。

活字体で書かれたアルファベットを名称読みで発

音することができる。

日常生活の出来事や習慣的なことについて, 自分の

考えや気持ちなどを, 簡単な語句や基本的な表現を

用いて, 相手が言ったことを繰り返したり，相づち

を打ったり, 質問したりして, ある程度継続して伝え

合うことができる。

自分のことについて，伝えようとする内容を整理

した上で，簡単な語句や基本的な表現を用いて話

すことができる。

語順を意識しながら，語と語の区切りに注意し

て，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本

的な表現を書き写すことができる。

ゆっくりはっきりと話されれば，自分のことやよ

く知っている人や物や学校や家庭での来事等につ

いて，簡単な語句や基本的な表現を聞き取ること

ができる。

活字体で書かれたアルファベットを見て，その文

字が大文字であるか小文字であるかを識別でき

る。

初対面の人に対しても, 進んで挨拶をしたり, 基本

的な表現を用いて指示, 依頼をしたり, 自分で考え

判断してそれらに応じたり, 断ったりすることが

できる。

学校や家庭での出来事等について，簡単な語句や

基本的な表現を用いて話すことができる。

アルファベットの大文字，小文字を活字体で四線

上に正しく書くことができる。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

ゆっくりはっきりと話されれば，よく知っている

人や物，学校や家庭での出来事に関することにつ

いて，短い会話の概要を捉えることができる。

音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句の意味が分

かる。

自分や相手のこと, 身の回りの物などについて, 簡

単な語句や基本的な表現を用いて,  その場で, 自

分の力で質問したり質問に答えたりして, 短い会

話をすることができる。

学校生活や地域のことについて，自分の考えや気

持ち等を，簡単な語句や基本的な表現等を用いて

話すことができる。

自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を

参考に，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や

基本的な表現を用いて書くことができる。

ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活の出来

事や習慣的なことについて，具体的な情報を聞き

取ることができる。

活字体で書かれたアルファベットを名称読みで発

音することができる。

日常生活の出来事や習慣的なことについて, 自分

の考えや気持ちなどを, 簡単な語句や基本的な表

現を用いて, 相手が言ったことを繰り返したり，

応答したり, 質問したりして, 伝え合うことができ

る。

自分のことについて，伝えようとする内容を整理

した上で，簡単な語句や基本的な表現を用いて話

すことができる。

語順を意識しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡

単な語句や基本的な表現を書き写すことができ

る。

ゆっくりはっきりと話されれば，自分のことやよ

く知っている人や物や学校や家庭での来事等につ

いて，簡単な語句や基本的な表現を聞き，それら

を表すイラストや写真と結び付けることができ

る。

活字体で書かれたアルファベットを見て，どの文

字であるかを識別できる。

初対面の人に対しても, 進んで挨拶をしたり, 基本

的な表現を用いて指示, 依頼をしたり, それらに応

じたりすることができる。

学校や家庭での出来事等について，簡単な語句や

基本的な表現を用いて話すことができる。

アルファベットの大文字，小文字を活字体で書く

ことができる。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

アルファベットの読み方が発音されるのを聞いた

際に，どのアルファベットであるかがわかるよう

にする。

学級の友達，先生，ＡＬＴ等のサポートを受け

て，自分や相手のことや身の回りの物等につい

て，簡単な語句や基本的な表現を用いて質問をし

たり答えたりするようにする。

身の回りの物について，人前で実物，イラスト，

写真などを見せながら，簡単な語句や基本的な表

現を用いて話すようにする。

ゆっくりはっきりと話された際に，よく知ってい

る人や物，学校や家での出来事や日常生活で起こ

ることなどを聞いて，基礎的な表現の意味がわか

るようにする。

自分のことや身の回りの物について，ジェス

チャーや表情を交えながら，自分の考えや気持ち

などを，簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え

合うようにする。

自分のこと（好き嫌いや欲しいものなど）につい

て，人前で実物，イラスト，写真などを見せなが

ら，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すよう

にする。

ゆっくりはっきりと話された際に，自分の好きな

色や食べ物，自分の着ている服，持ち物などを表

す簡単な語句を聞き取るようにする。

学級の友達，先生，ＡＬＴ等に挨拶，感謝を伝え

たり，簡単な指示をしたり，それらに応じたりす

るようにする。

日常生活に関する身近で簡単な事柄（時刻や曜

日，場所など）について，人前で実物，イラス

ト，写真などを見せながら，自分の考えや気持ち

などを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話す

ようにする。

【小学校　第３・４学年】の学習目標

小中高連携　山梨県版「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標　【小学校】
【小学校卒業時の学習到達目標】

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を身に付けた児童

（１）外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きなどについて，日本語と外国語との違いに気付き，これらの知識を理解するとともに，読むこと，書くことに慣れ親しみ，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な

技能を身に付けるようにする。

（２）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，身近で簡単な事柄について，聞いたり話したりするとともに，音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら読んだり，語順を意識しながら書いたりして，自分の考えや気持ちなどを伝え合うことが

できる基礎的な力を養う。

（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

【小学校　第６学年】の学習到達目標

【小学校　第５学年】の学習到達目標

山梨県版
小中高連携
CAN-DO
リスト

【小学校】

※CAN-DOリスト

英語学習で、「聞くこと」「読むこ
と」「話すこと（やり取り）（発
表）」「書くこと」について児童生
徒が身に付ける能力を（学年ご
と ） 「 ～ す る こ とができ る 」
（CAN-DO）という目標で表し、
一覧表（リスト）にまとめたもの。
目標を共有することで、児童生
徒が生涯にわたって主体的に英
語を学習しようとする態度を身に
付ける。
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はっきりと話されれば，○語程度の社会的な話題

について，要点を捉えることができる。

社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の要点を捉えることができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感じたこと，その理由な

どを説明したり，相手により詳しい説明を求めた

りするなど，簡単な語句や文を用いて述べ合うこ

とができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，自分で作成したメモなどを活用しなが

ら要約したり，考えたことや感じたこと，その理

由などを，簡単な語句や文を用いて話すことがで

きる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について要点を捉え，考えたことや感じたこと，

その理由などを，論点を明らかにしたり，順序立

てたりして，簡単な語句や文を用いて書くことが

できる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，概要を捉えることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の概要を捉えることができる。

日常的な話題について，限られた時間で事実や自

分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文

を用いて伝えたり，相手からの質問に応答したり

して，会話を継続・発展させることができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなどを整理し，聞き手の反応を確認しながら，

簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容で話

すことができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなとを゙整理し，文章構成や表現形式を工夫しな

がら，簡単な語句や文を用いてまとまりのある文

章を書くことができる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，必要な情報を聞き取ることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度のものから必要な情報を読み取ること

ができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，即興で会話を継続・発展させることができ

る。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，その場で考えを整理し，即興で意見を言った

り説明したりすることができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，伝えたい内容を整理したり確認したりしなが

ら，正確に書くことかで゙きる。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

はっきりと話されれば，○語程度の社会的な話題

について，要点を捉えることができる。

社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の要点を捉えることができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感じたこと，その理由な

どを，簡単な語句や文を用いて述べ合うことがで

きる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，自分で作成したメモなどを活用しなが

ら，考えたことや感じたこと，その理由などを，

簡単な語句や文を用いて話すことができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感じたこと，その理由な

とを゙，論点を明らかにしたり，順序立てたりし

て，簡単な語句や文を用いて書くことができる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，概要を捉えることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の概要を捉えることができる。

日常的な話題について，限られた時間で事実や自

分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文

を用いて伝えたり，相手からの質問に応答したり

して，会話を継続させることができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなどを，話の構成に気を付けながら，簡単な語

句や文を用いてまとまりのある内容で話すことが

できる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなとを゙整理し，文章構成を意識しながら，簡単

な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くこ

とができる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，必要な情報を聞き取ることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度のものから必要な情報を読み取ること

ができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，即興で会話を継続させることができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，メモやキーワードを頼りにしながら，即興で

話すことができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，正しい文構造や文法で正確に書くことができ

る。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

はっきりと話されれば，○語程度の社会的な話題

について，要点を捉えることができる。

社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の要点を捉えることができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感じたことを，簡単な語

句や文を用いて述べ合うことができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，自分で作成したメモなどを活用しなが

ら，考えたことや感じたことを，簡単な語句や文

を用いて話すことができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感じたことを，簡単な語

句や文を用いて書くことができる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，概要を捉えることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の概要を捉えることができる。

日常的な話題について，限られた時間で事実や自

分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文

を用いて伝えたり，相手からの質問に答えたりす

ることができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなどを，自分で作成したメモなどを活用しなが

ら，簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容

で話すことができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなとを゙整理したメモなどを基に，簡単な語句や

文を用いてまとまりのある文章を書くことができ

る。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，必要な情報を聞き取ることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度のものから必要な情報を読み取ること

ができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，即興である程度継続して伝え合うことができ

る。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，メモやキーワードを頼りにしながら，その場

で考えを整理し，話すことができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，正しい語順で正確に書くことができる。

ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関す

る身近で簡単な事柄について，具体的な情報を聞

き取ることができる。

音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な

表現の意味が分かるようにする。

自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄

について，簡単な語句や基本的な表現を用いてそ

の場で質問をしたり質問に答えたりして，伝え合

うことができる。

身近で簡単な事柄について，伝えようとする内容

を整理した上で，自分の考えや気持ちなどを，簡

単な語句や基本的な表現を用いて話すことができ

る。

大文字，小文字を活字体で書くことができるよう

にする。また，語順を意識しながら音声で十分に

慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写

すことができる。

小中高連携　山梨県版「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標　【中学校】
【中学校卒業時の学習到達目標】

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を身に付けた生徒

（１）外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解するとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けるようにする。

（２）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり，これらを活用して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

【中学校　第３学年】の学習到達目標

【中学校　第２学年】の学習到達目標

【中学校　第１学年】の学習到達目標

後

期

前

期

山梨県版
小中高連携
CAN-DO
リスト

【中学校】
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聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，支援をほとんど活用し

なくても，ディベートやディスカッションなどの活動を

通して，複数の資料を活用しながら，多様な語句や文を

目的や場面，状況などに応じて適切に用いて，意見や主

張，課題の解決策などを，聞き手を説得できるよう，論

理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝え合うことが

できる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，複数

の資料を活用しながら，多様な語句や文を目的や場面，

状況などに応じて適切に用いて，課題を解決することが

できるよう，情報や考え，気持ちなどを整理して話して

伝え合うことができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，支援をほとんど活用し

なくても，スピーチやプレゼンテーションなどの活動を

通して，複数の資料を活用しながら，多様な語句や文を

目的や場面，状況などに応じて適切に用いて，意見や主

張などを，聞き手を説得できるよう，論理の構成や展開

を工夫して詳しく話して伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，多様

な語句や文を目的や場面，状況などに応じて適切に用い

て，情報や考え，気持ちなどを，聞き手を説得できるよ

う，論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えるこ

とができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，支援をほとんど活用し

なくても，複数の資料を活用しながら，多様な語句や文

を目的や場面，状況などに応じて適切に用いて，意見や

主張などを，読み手を説得できるよう，論理の構成や展

開を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝

えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，多様

な語句や文を目的や場面，状況などに応じて適切に用い

て，情報や考え，気持ちなどを，読み手を説得できるよ

う，論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文

章で詳しく書いて伝えることができる。

・社会的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，支援をほ

とんど活用しなくても，話の展開に注意しながら

必要な情報を聞き取り，概要や要点，詳細を目的

に応じて捉えることができる。　　　　　　　　

・日常的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，支援をほ

とんど活用しなくても，必要な情報を聞き取り，

話の展開や話し手の意図を把握することができ

る。

・社会的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，支援をほとんど活用しなく

ても，文章の展開に注意しながら必要な情報を読

み取り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉える

ことができる。　　　　　　　　　　　　　　　

・日常的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，支援をほとんど活用しなく

ても，必要な情報を読み取り，文章の展開や書き

手の意図を把握することができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，聞い

たり読んだりしたことを基に，多様な語句や文を目的や

場面，状況などに応じて適切に用いて，情報や考え，課

題の解決策などを論理的に詳しく話して伝え合うことが

できる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，多様

な語句や文を目的や場面，状況などに応じて適切に用い

て，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合うや

り取りを続け，会話を発展させることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，聞い

たり読んだりしたことを基に，多様な語句や文を目的や

場面，状況などに応じて適切に用いて，情報や考え，気

持ちなどを論理的に詳しく話して伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，多様

な語句や文を目的や場面，状況などに応じて適切に用い

て，情報や考え，気持ちなどを論理的に詳しく話して伝

えることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，聞い

たり読んだりしたことを基に，多様な語句や文を目的や

場面，状況などに応じて適切に用いて，情報や考え，気

持ちなどを複数の段落から成る文章で論理的に詳しく書

いて伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，支援をほとんど活用しなくても，多様

な語句や文を目的や場面，状況などに応じて適切に用い

て，情報や考え，気持ちなどを複数の段落から成る文章

で論理的に詳しく書いて伝えることができる。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと
・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，一定の支援を活用すれ

ば，ディベートやディスカッションなどの活動を通し

て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な

語句や文を用いて，意見や主張，課題の解決策などを論

理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝え合うことが

できる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して

伝え合ったり，立場や状況が異なる相手と交渉したりす

ることができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれ

ば，スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通し

て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な

語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開

を工夫して詳しく話して伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や

展開を工夫して詳しく話して伝えることができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれ

ば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な

語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開

を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝え

ることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や

展開を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて

伝えることができる。

・社会的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，一定の支

援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や

要点，詳細を目的に応じて捉えることができる。　

・日常的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，一定の支

援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話の展

開や話し手の意図を把握することができる。

・社会的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，

必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を目的

に応じて捉えることができる。　　　　　　　　

・日常的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，

必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意

図を把握することができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝

え合うことができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して

伝え合うやり取りを続けることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝

えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意

して詳しく話して伝えることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報

や考え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から

成る文章で詳しく書いて伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様な語句

や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意

して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えること

ができる。

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと
・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれ

ば，ディベートやディスカッションなどの活動を通し

て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的

な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展

開を工夫して話して伝え合うことができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え

合ったり，やり取りを通して必要な情報を得たりするこ

とができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれ

ば，スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通し

て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的

な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展

開を工夫して話して伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成

や展開を工夫して話して伝えることができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句

や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれ

ば，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的

な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展

開を工夫して文章を書いて伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成

や展開を工夫して文章を書いて伝えることができる。

・社会的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，多くの支

援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や

要点を目的に応じて捉えることができる。　　　

・日常的な話題について，話される速さや，使用

される語句や文，情報量などにおいて，多くの支

援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手

の意図を把握することができる。

・社会的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，

必要な情報を読み取り，概要や要点を目的に応じ

て捉えることができる。　　　　　　　　　　　

・日常的な話題について，使用される語句や文，

情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，

必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握する

ことができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝え合

うことができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展

開などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え

合うやり取りを続けることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝える

ことができるようにする。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注

意して話して伝えることができる。

・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり読

んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情

報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて

伝えることができる。

・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準

備などにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注

意して文章を書いて伝えることができる。

【高等学校　第１学年】の学習到達目標（英語コミュニケーションⅠ/ 論理・表現Ⅰ）

小中高連携　山梨県版「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標　【高等学校】
【高等学校卒業時の学習到達目標】
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動及びこれらを結びつけた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資

質・能力を身に付けた生徒

（１）外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる。

（２）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる。

（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ることができる。

【高等学校　第３学年】の学習到達目標（英語コミュニケーションⅢ/ 論理・表現Ⅲ）

【高等学校　第２学年】の学習到達目標（英語コミュニケーションⅡ/ 論理・表現Ⅱ）

山梨県版
小中高連携
CAN-DO
リスト

【高等学校】
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年度はじめに、年間指導計画と紐付ける。（前後の学年や校種のCAN-DOリストも確認。）
どの単元で、この領域を中心領域として指導及び評価するのかを記す。
日常的な話題、社会的な話題、テキストタイプ等によって、バランスよく設定する。
（教科書を参考にし、各単元で受容領域１つ、発信領域１つを示すことが考えられる。）

【活用例】 公表・把握
令和６年２月９日版

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

はっきりと話されれば，○語程度の社会的な話題

について，要点を捉えることができる。

社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の要点を捉えることができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，考えたことや感じたこと，その理由な

どを説明したり，相手により詳しい説明を求めた

りするなど，簡単な語句や文を用いて述べ合うこ

とができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について，自分で作成したメモなどを活用しなが

ら要約したり，考えたことや感じたこと，その理

由などを，簡単な語句や文を用いて話すことがで

きる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたこと

について要点を捉え，考えたことや感じたこと，

その理由などを，論点を明らかにしたり，順序立

てたりして，簡単な語句や文を用いて書くことが

できる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，概要を捉えることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度の文章の概要を捉えることができる。

日常的な話題について，限られた時間で事実や自

分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文

を用いて伝えたり，相手からの質問に応答したり

して，会話を継続・発展させることができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなどを整理し，聞き手の反応を確認しながら，

簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容で話

すことができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，気持

ちなとを゙整理し，文章構成や表現形式を工夫しな

がら，簡単な語句や文を用いてまとまりのある文

章を書くことができる。

はっきりと話されれば，○語程度の日常的な話題

について，必要な情報を聞き取ることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれ

た○語程度のものから必要な情報を読み取ること

ができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，即興で会話を継続・発展させることができ

る。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，その場で考えを整理し，即興で意見を言った

り説明したりすることができる。

関心のある事柄について，簡単な語句や文を用い

て，伝えたい内容を整理したり確認したりしなが

ら，正確に書くことかで゙きる。

小中高連携　山梨県版「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標　【中学校】
【中学校卒業時の学習到達目標】

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を身に付けた生徒

（１）外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解するとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けるようにする。

（２）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり，これらを活用して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

【中学校　第３学年】の学習到達目標

Unit 1･3

Unit 1

Unit 2

Unit 2 帯活動

Unit 3･5

Unit 4･8 Unit 4Unit 5

児童生徒と共有

Unit 6 Unit 6･7

Unit 7

Unit 8

帯活動 帯活動
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求められる英語力を有する生徒の割合

中学校 R5山梨県 R4山梨県 R4全国平均

外部試験を受験したことがある生徒 31.8% 30.4% ４４.9%

CEFR A1レベル相当以上を取得している生徒 21.5% 19.9％ 27.3%

CEFR A1レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒 20.5% 21.2％ 21.9%

求められる英語力を有する生徒 42.0% 41.1％ 49.2%

高等学校 R5山梨県 R4山梨県 R4全国平均

外部試験を受験したことがある生徒 50.9% 48.3% 51.6%

CEFR A２レベル相当以上を取得している生徒 33.7% 34.5% 30.2%

CEFR A２レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒 16.7% 14.0% 18.4%

求められる英語力を有する生徒（CEFR A2） 50.4% 48.5% 48.7%

CEFR B1レベル相当以上を取得している生徒 15.9% １５．１％ 12.4.%

CEFR B1レベル相当以上の英語力を有すると思われる生徒 6.9% ４．８％ 8.8%

求められる英語力を有する生徒（CEFR B１） 22.8% １９．９％ 21.2%

令和５年度英語教育実施状況調査結果より【速報値】
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文部科学省 第４期教育振興基本計画（R5～R9）

○中学校卒業段階でCEFR A1レベル相当以上、高等学校卒業
段階でCEFR A2レベル相当以上を達成した中高生の割合を
５年後（R9年度）までに６割以上にする。

○また、全ての都道府県・政令都市において、同項目の割合
を５年後（R9年度）までに５割以上にすることを目指す。

⇒山梨県教育振興基本計画（R6～R10）にも反映



Today’s Menu

（１）令和５年度英語教育改善プラン推進事業について
○学校種間接続（小中高連携）について
○取組内容について
○成果物について

（２）成果検証
○令和５年度英語教育実施状況調査【速報値】
○研究指定校アンケート ※小学校分科会
○外部検定試験（GTEC） ※中・高等学校分科会

（３）その他（諸連絡）
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諸連絡

分科会について

○先生方全員、申込み時の「第１希望」の分科会に参加してください。
○各校の発表の際は、配付したレジュメを参考にしてください。
（各校が発表で使う資料は、配付しておりません。）
○オンライン参加の先生方は、全体会が終わり休憩に入りましたら、
全体会から１度退出していただき、分科会に入室し直してください。
※ただし、小学校分科会に参加する先生方は、全体会から退出せず、
そのまま待機していてください。



Thank you for your attention.
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